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─
大
会
で
何
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
か
。

兼
松　
決
勝
大
会
で
よ
み
う
り
大
手
町

ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
足
を
踏
み
入
れ

た
瞬
間
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
満
員

の
聴
衆
で
す
。
こ
こ
で
自
分
の
好
き
な

本
に
つ
い
て
５
分
間
話
せ
る
の
か
と
思

う
と
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
思
い
っ
き
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
、
思
い
出
し
て
も
ぞ

く
ぞ
く
し
ま
す
。

宮
川　
僕
は
ゲ
ス
ト
だ
っ
た
作
家
の
森

絵
都
さ
ん
か
ら
賞
状
を
も
ら
っ
た
こ
と

で
す
。
偶
然
、
大
会
数
日
前
に
森
さ
ん

の
小
説
を
読
み
終
え
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
ん
で
す
。「
森
さ
ん
が
目
の
前
に
い

る
！
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

阿
部　
私
の
時
は
、
ゲ
ス
ト
の
「
笑
い

飯
」
哲
夫
さ
ん
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
で
、
く
だ
け
た
質
問
を
し
て
く

れ
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
哲
夫
さ
ん
の
存
在
は
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。

諏
佐　
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
本
の
紹
介

を
聞
い
て
い
て
、
自
分
の
受
け
止
め
方

と
全
く
違
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

時
で
す
。
同
じ
本
な
の
に
、
こ
う
も
感

想
が
違
う
の
か
と
新
鮮
な
驚
き
が
あ
り

ま
し
た
。

竹
添　
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
決
勝
大
会
が

終
わ
っ
た
後
の
交
流
会
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
み
ん
な
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
す
ご
く
盛
り
上
が
り
、
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
本
を

通
し
て
人
を
知
る
」
は
こ
の
こ
と
か
と

実
感
し
ま
し
た
。

兼
松　
同
感
で
す
ね
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
で
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
考
え
て
い

た
こ
と
を
さ
ら
け
だ
し
、
本
気
で
語
り

合
っ
た
後
だ
か
ら
余
計
に
親
近
感
が
わ

く
の
か
な
。

感
激
し
ま
し
た
。

兼
松　
私
が
紹
介
し
た
『
ぼ
く
ら
は
み

ん
な
生
き
て
い
る
』
の
著
者
の
坪
倉
優

介
さ
ん
が
四
国
大
会
の
記
事
を
読
ん

で
、「
紹
介
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

良
か
っ
た
ら
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
」
と

学
校
に
連
絡
を
く
れ
た
ん
で
す
。
ま
さ

か
著
者
に
会
え
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。─

高
校
時
代
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

や
っ
て
き
て
気
づ
い
た
り
、
心
が
け
て

い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

竹
添　
私
は
３
年
連
続
で
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
を
続
け
る
う
ち

に
、「
こ
の
本
が
好
き
だ
」
を
強
調
し

す
ぎ
る
と
、
初
見
の
人
た
ち
に
は
伝
わ

ら
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン

各人がお気に入りの本を持ち寄り、レジュメなどは使わず、
順番に5分間、本の魅力を語る。その後、2～3分間、聴

衆からの質問に答え、全員が発表し終えたら、多数決で一番読みたくなった本（チ
ャンプ本）を決める。立命館大学情報理工学部教授の谷口忠大さんが考案者。
活字文化推進会議は高校生大会のほか、大学生大会、中学生大会も開催して
いる。今年度、大学生の決勝大会は12月17日、東京都千代田区のよみうり大手
町ホールで行われる。中学生大会は来年3月下旬、都内で開催予定。

【主催】 活字文化推進会議　【後援】 全国学校図書館協議会、全国高等学校
文化連盟、ビブリオバトル普及委員会、文部科学省

　
高
校
生
の
お
薦
め
本
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
全
国
高
等
学
校
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
。
第
４
回
大
会
の
開
幕
を
前
に
、
活
字
文
化
推
進
会

議
で
は
第
２
回
優
勝
者
の
阿
部
希
望
さ
ん
、
第
３
回
準
優
勝
者
の
宮

川
悠
之
介
さ
ん
ら
過
去
の
大
会
入
賞
者
５
人
に
東
京
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
魅
力
を
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。「
好

き
な
本
に
つ
い
て
本
気
で
語
り
あ
え
る
場
」「
自
分
を
さ
ら
け
出
せ

る
貴
重
な
時
間
」
と
、
思
い
思
い
の
意
見
が
飛
び
出
し
た
。（
司
会
は
、

和
田
浩
二
・
読
売
新
聞
専
門
委
員
、
本
文
敬
称
略
）

テ
ー
シ
ョ
ン
や
面
接
の
際
、
自
分
が
熟

知
し
て
い
る
こ
と
を
第
三
者
的
な
視
線

で
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま

し
た
。

兼
松　
私
が
通
っ
て
い
る
大
学
で
は
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
、
Ａ
Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

オ
フ
ィ
ス
）
入
試
の
２
次
試
験
の
面
接

で
も
聞
か
れ
た
の
で
す
が
、
原
稿
を
読

み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
思
い
つ
い
た

こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
添　
こ
れ
か
ら
大
学
で
図
書
館
学
を

勉
強
し
て
い
き
ま
す
が
、
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
は
本
の
良
さ
を
拡
散
で
き
る
仕
組

み
で
、
読
書
推
進
と
い
う
面
で
見
る
と
、

い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

─
参
加
す
る
高
校
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

は
あ
り
ま
す
か
。

諏
佐　
緊
張
し
て
頭
の
中
が
真
っ
白
に

な
っ
た
ら
、
い
っ
ぺ
ん
心
を
静
め
る
た

め
に
「
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
」

と
聴
衆
に
呼
び
か
け
て
、
ひ
と
息
入
れ

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

兼
松　

私
は
本
を
ス
タ
ン
ド
に
置
か

ず
、
持
っ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。
本
の

神
様
が
つ
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
落

ち
着
き
ま
し
た
。

竹
添　
大
勢
の
前
で
話
を
す
る
の
が
苦

手
な
高
校
生
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
自

分
の
中
で
は
確
実
に
名
作
に
な
っ
て
い

る
本
の
力
を
信
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

阿
部　
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
出
し
て

発
表
す
る
方
が
い
い
と
思
う
。
特
に
個

性
が
強
い
人
は
。

宮
川　

自
分
は
放
送
部
に
入
っ
て
い

て
、
日
頃
か
ら
先
輩
に
言
わ
れ
て
い
る

の
が
「
聴
く
人
を
出
だ
し
で
引
き
つ
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」。
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
で
も
冒
頭
部
分
に
気
を
付
け
ま
し

た
。
も
う
一
つ
は
、
迷
っ
た
ら
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
。
運
良
く
決
勝
大

会
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
ら
全
国
に
友

達
が
で
き
ま
す
。

兼
松　
チ
ャ
ン
プ
本
に
な
っ
た
ら
う
れ

し
い
け
れ
ど
、
な
ら
な
く
て
も
、
愛
読

書
を
語
る
５
分
間
は
楽
し
い
し
、
い
ろ

ん
な
本
に
出
会
え
ま
す
。

本
と
出
会
い 

人
と
つ
な
が
る

─
皆
さ
ん
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
と

楽
し
そ
う
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

諏
佐　
あ
と
で
ビ
デ
オ
を
見
て
、
ニ
コ

ニ
コ
し
な
が
ら
話
し
て
い
る
様
子
に
驚

き
ま
し
た
。
愛
読
書
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
う

れ
し
さ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

阿
部　
普
段
、
物
静
か
な
鉄
道
フ
ァ
ン

が
電
車
に
つ
い
て
語
る
と
な
る
と
、
す

ご
く
能
弁
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
宮
川
さ
ん
、
兼
松
さ
ん
に
は
、
紹

介
し
た
本
の
著
者
か
ら
大
会
後
に
連
絡

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

宮
川　
『「
手
紙
屋
」
僕
の
就
職
活
動
を

変
え
た
十
通
の
手
紙
』
の
喜
多
川
泰
さ

ん
か
ら
手
紙
と
本
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
す
て
き
な
本
と
の
出
会
い
が
た

く
さ
ん
あ
る
充
実
の
人
生
を
送
っ
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ
て
い
て
、

阿部希望（のぞみ） さん

第２回決勝大会優勝
大分県立芸術緑丘高校卒、多摩美術大学１年

諏佐（すさ）僚一 さん

第３回決勝大会優秀賞
東京都立板橋高校３年

宮川悠之介 さん

第３回決勝大会準優勝
福井県立武生東高校３年

竹添そら さん

第２、３回九州・山口大会優勝
福岡大学付属大濠高校卒、筑波大学１年

兼松綾那（あやな） さん

第２回決勝大会ゲスト特別賞
徳島県立脇町高校卒、広島大学１年

ビブリオバトル

【参加申し込み】
下記の必要事項を明記し、メールまたはFAXでお申し込み下さい。
①参加希望のブロック大会名②学校名、学年③代表生徒名（ふりが
な）④紹介する本、著者、出版社⑤担当教諭（司書）⑥電話番号　※
一般の観戦者は住所、氏名、年齢、職業、連絡先

【宛先】
読売新聞東京本社 活字文化推進会議事務局
メール： ｂｉｂ＠ｙｏｍｉｕｒｉ．ｃｏｍ　FAX： ０３・３２１７・４３０９

【問い合わせ】　
同事務局☎０３・３２１７・４３０２（平日10：00～17：00）

ロック大会は活字文化推進会議が主催、読売新聞社が主管。
７月２３日に県立広島大学サテライトキャンパスで行われる中

国大会からスタートし、計９大会が開かれる。ブロック大会の出場者は
各校１人。校内で予選会を開催するか、学校長推薦を受けて申し込む。
発表者決定が遅くなる場合、学校名だけの仮エントリーも可。

ブ

府県大会は都府県教育委員会、高等学校文化連盟図書専
門部、地元大学などが主催する。昨年度は２５の都府県で行

われたが、今年度から新たに山形、滋賀、京都、兵庫、鳥取でも大会
が始まり、３０都府県で開催が決まっている。

都

勝大会は来年１月２８日に東京都新宿区の早稲田大学で開
かれる。ブロック大会か都府県大会で、チャンプ本を獲得した

高校生に出場権が与えられ、引率教諭と共に招待される。

決

ブロック、都府県大会 7月から
決勝大会は来年１月

第４回  全国高校ビブリオバトル

開幕直前座談会

大会名 日程 会場
北海道 9月17日 北海商科大学（札幌市）
東北 8月20日 東北学院大学（仙台市）
関東・甲信越 9月10日 成蹊大学（東京都武蔵野市）
東海 10月9日 椙山女学園大学（名古屋市）
北陸 10月1日 富山大学（富山市）
関西 11月5日 関西大学梅田キャンパス（大阪市）
中国 7月23日 県立広島大学サテライトキャンパス（広島市）
四国 7月29日 松山東雲女子大学（松山市）
九州・山口 10月29日 西南学院大学（福岡市）

決勝大会� 2018年1月28日 早稲田大学（東京都新宿区）

秋田県（11月3日）	 山形県（11月23日）	福島県（11月11日）
茨城県（12月13日）	栃木県（12月10日）	群馬県（10月28日）
埼玉県（11月19日）	東京都（10月29日）	神奈川県（7月23日）
山梨県（10月8日）	 静岡県（9月30日）	 岐阜県（11月4日）
三重県（12月10日）	福井県（11月12日）	滋賀県（8月27日）
京都府（9月24日）	 大阪府（12月16日）	兵庫県（11月18日）
奈良県（10月29日）	 和歌山県（12月10日）	鳥取県（12月17日）
岡山県（11月4日）	 徳島県（10月22日）	香川県（11月18日）
大分県（11月5日）	 長崎県（11月17日）	熊本県（8月20日）
宮崎県（10月上旬）	 鹿児島県（8月19日）	沖縄県（11月8日）

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

都
府
県
大
会

■第4回全国高校ビブリオ開催日程

参加高校生
募集！

自
分
さ
ら
け
出
し
た

著
者
か
ら
連
絡 

感
激 全

国
に
友
達
で
き
る
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市
井
の
人
の
思
い
を
現
代
に

　

映
画
の
テ
ー
マ
は
太
平
洋
戦
争
中
の

下
関
空
襲
。
米
軍
機
に
よ
る
市
中
心
部

へ
の
焼
夷
弾
投
下
で
３
０
０
人
以
上
の

犠
牲
者
が
出
た
。
監
督
・
脚
本
の
柴
口

勲
さ
ん
（
49
）
は
下
関
市
在
住
の
会

社
員
で
、
動
画
の
撮
影
や
編
集
が
趣

味
。
母
校
の
中
学
校
で
学
校
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
な
ど
の
制
作
に
当
た
っ
て
い
た

２
０
１
２
年
、
下
関
空
襲
直
後
の
惨
状

を
と
ら
え
た
写
真
の
存
在
を
知
り
、
こ

の
空
襲
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
を
作
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
プ
ロ
が
作
る
映
画
で
は
な
く
、
作
り

手
の
“
素
顔
”
が
見
え
る
作
品
に
し
た

い
」
と
構
想
を
練
っ
て
い
た
時
、
歴
史

と
風
格
あ
る
校
舎
の
た
た
ず
ま
い
に
引

き
つ
け
ら
れ
、
梅
光
学
院
に
ス
タ
ッ
フ

募
集
を
持
ち
掛
け
た
。
軽
音
楽
部
や
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
部
な
ど
の
生
徒
を
中
心
に

約
40
人
の
応
募
が
あ
り
、
出
演
や
振
り

付
け
、
作
曲
、
演
奏
、
歌
唱
、
撮
影
、

録
音
な
ど
の
担
当
を
決
め
て
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
制
作
を
進
め
た
。

仲
間
と
作
り
上
げ
る
意
義

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
の
重
要
な
部
分

を
占
め
る
劇
中
歌
づ
く
り
で
才
能
を
発

揮
し
、
主
演
も
務
め
た
正

し
ょ
う

司し

怜
美
さ
ん

（
17
）
は
、「
戦
争
の
恐
怖
や
悲
し
み
を

考
え
な
が
ら
作
曲
し
、
演
じ
、
歌
い
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
、「
特
に
同
世
代

の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
劇
場
公
開
に
期
待
を
込
め
る
。

　

上か
み

垣ご
う
ち内

愛
佳
さ
ん
（
18
）
は
、
空
襲

直
後
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
が
曽
祖
父

の
上
垣
内
茂
夫
さ
ん
（
当
時
の
写
真
店

主
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
応
募
後
に
分
か

り
、
撮
影
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

映
画
完
成
か
ら
１
年
後
の
昨
年
11

月
、
東
京
都
多
摩
市
で
開
催
さ
れ
た
コ

ン
テ
ス
ト
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
」
で
、
１
１
４
の
応
募
作
品
か
ら

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
参
加
の
５
作

品
に
選
ば
れ
た
。
映
画
の
配
給
・
宣
伝

を
し
て
い
る
細
谷
隆
広
さ
ん
（
61
）
の

目
に
留
ま
り
、
劇
場
で
の
公
開
が
決
ま

っ
た
。「
み
ず
み
ず
し
い
十
代
の
少
女

た
ち
の
歌
と
踊
り
に
心
を
打
た
れ
た
。

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
細

谷
さ
ん
。

 

梅
光
学
院
中
学
・
高
等
学
校
の
島
田

清
校
長
は
、「
柴
口
さ
ん
の
指
導
の
お

か
げ
も
あ
り
、
教
師
主
導
で
は
な
く
、

生
徒
自
身
の
自
由
な
発
想
を
引
き
出
す

教
育
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
し
進
め
て

い
る
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
自
信
も
芽

生
え
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
」
と
話
し
て

い
る
。

戦争の恐怖、悲しみ伝えたい

映画のラストシーンでは、生徒たちと重ね合わせるように上垣内茂夫さん撮影の写真が登場する

映画の東京公開を前に、記者会見に臨んだ（左から）監督の柴口さん、
主演の正司さん、助監督の竹内さん、ミュージカル部の部長として歌劇部
の部長役を演じた福田麗さん（大学1年）（６月3日、東京都文京区で）

竹内義晶 さん（高３）� 助監督／作曲

助監督としてメンバーのスケジュール調整
に奔走。劇中歌も、「70歳になったら」と

「エルフ」の２曲を作った。

正司怜美 さん（高３） 
� 主演・野村カンナ役／作曲

「素の演技」で主役の野村カンナを務め
た上、曲作りにも才能を発揮。「はじまり
のふたこと」など３作を作曲。「詩からメロ
ディーを作ることができ、（こちらは）メロ
ディーから詩も作ることができた」と柴口
監督も絶賛。

コメント「曲は一人一人の出演者のテーマ

ソングになっていて、その人の雰囲気とか

を考えて作りました。２回目の『はじまりの

ふたこと』では空襲写真も映されるので、

恐怖とか悲しみなども考えながら作曲しまし

た。作曲はこれからも続けていきたい」

上垣内愛佳 さん（高3）� 撮影

曽祖父が下関空襲の惨状を撮影した上
垣内茂夫さんだと応募後にわかり、撮影
を担当することに。

岡本ゆうか さん（高1）� 丸山小梅役

野村カンナが歌劇部室に招待された時か
ら、彼女を疎む役柄を演じる。

山口・梅光学院の生徒がキャスト、スタッフを務めた映画が劇場公開へ

　山口県下関市の私立梅光学院中学・高校の生徒がキャストやスタッフを務め、
同校を舞台に撮影されたミュージカル映画「隣人のゆくえ ─あの夏の歌声─」が、

８月に東京、横浜など全国のミニシアターで上映されることになった。

隣人のゆくえ ―あの夏の歌声―

両親が離婚した日、高校生・野村カンナ（正司怜美）は忘れ物
を取りに学校に戻る。夏休み中で生徒はいないはずが、立ち
入り禁止の旧校舎から歌声が聞こえた。歌劇部の生徒たちが
練習中だった。部室に招かれたカンナは「夏の間だけ一人の
観客になって」と頼まれるが、部員の一人、丸山小梅（岡本ゆ
うか）からは疎まれる。その理由は……（77分）

新宿K's cinema（8月12日～）など、全国で公開
特別鑑賞券 1200円
公式サイト  https://rinjinyukue.wixsite.com/rinjinnoyukue

STORY

コメント「全国公開はすごすぎて、まだ実感が

わきません。自分たち中高生が一から音楽を

作ったり、振り付けも行ったミュージカル映画

です。同世代の人たちには戦争のことを考え

るきかっけとなってもらえればと思います」

※記者会見以外の写真は柴口さん提供



学校 × 企業

温
暖
化
対
策
考
え
る
実
験

 

「
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

参
加
し
て
い
る
企
業
に
よ
る
出
前

授
業
が
、
６
月
６
日
、
奈
良
県
河

合
町
の
西
大
和
学
園
中
学
校
で
行

わ
れ
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
の
は
、
野
村

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
第
一
生
命

保
険
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、

関
西
電
力
、
日
立
製
作
所
、
積
水

ハ
ウ
ス
の
6
社
の
社
員
で
、
企
業

の
研
究
活
動
に
つ
い
て
話
し
た

り
、
生
徒
と
と
も
に
実
験
し
た
り

し
た
。
２
年
生
２
２
１
人
が
、
希

望
す
る
企
業
の
教
室
に
分
か
れ
、

電
気
の
知
識
や
、
情
報
活
用
の
秘

を
測
っ
た
。
ガ
ラ
ス
は
計
測
不
能

に
な
る
氷
点
下
60
度
を
下
回
っ
た

が
、
鉄
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
重

ね
た
容
器
は
、
室
温
と
ほ
ぼ
同
じ

24
・
５
度
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
温

度
分
布
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

し
、
断
熱
効
果
を
確
か
め
た
。
ガ

ラ
ス
は
２
重
に
す
る
と
断
熱
効
果

が
高
ま
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　

女
子
生
徒
の
１
人
は
「
普
段
の

授
業
と
は
違
う
実
験
で
楽
し
か
っ

た
。
離
れ
た
所
か
ら
計
測
で
き
る

『
放
射
温
度
計
』
や
放
射
赤
外
線

カ
メ
ラ
を
使
う
の
は
初
め
て
で
、

新
鮮
で
し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
て

い
た
。

音
楽
が
生
ま
れ
る
現
場
を

体
感
し
よ
う
！

　

日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
に
よ
る
音

楽
ス
タ
ジ
オ
体
験
授
業
が
５
月
29

日
、
東
京
都
文
京
区
の
キ
ン
グ
関

口
台
ス
タ
ジ
オ
で
行
な
わ
れ
た
。

授
業
を
受
け
た
の
は
、
広
域
通

信
・
単
位
制
高
等
学
校
の
第
一
学

院
高
校
の
生
徒
。
１
年
か
ら
３
年

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ
の
計
６

人
が
同
ス
タ
ジ
オ
を
訪
れ
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
や
歌
手
が
実
際
に
使
用

す
る
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

断熱材の効果について実験する西大和中の生徒たち

効
果
あ
る
断
熱
材
は
？

迫
力
満
点
の
音
楽
ス
タ
ジ
オ
体
験

を
見
学
し
な
が
ら
、
音
楽
が
生
み

出
さ
れ
る
工
程
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
行
な
わ
れ
て
い
る
。
日
本
レ

コ
ー
ド
協
会
広
報
グ
ル
ー
プ
の
松

下
結
香
子
さ
ん
が
、
１
年
間
に
デ

ビ
ュ
ー
す
る
新
人
歌
手
・
グ
ル
ー

プ
は
約
３
０
０
組
あ
る
と
説
明
。

 

「
Ｃ
Ｄ
や
ス
マ
ホ
な
ど
で
簡
単
に

聞
け
る
曲
は
、
多
く
の
人
の
手
を

経
て
時
間
を
か
け
て
制
作
さ
れ
て

い
る
。
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
た
形

で
曲
を
入
手
し
て
楽
し
む
こ
と
が

音
楽
創
造
の
サ
イ
ク
ル
を
作
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

訣
な
ど
の
講
義
に
聴
き
入

っ
た
。

　

積
水
ハ
ウ
ス
の
授
業
で

は
、
同
社
総
合
住
宅
研
究

所
の
出
端
祐
輔
主
任
が
講

師
を
務
め
、「
地
球
温
暖

化
を
止
め
る
た
め
に
、
最

も
効
果
の
あ
る
断
熱
材
は

ど
れ
か
、
実
験
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

生
徒
ら
は
６
班
に
分
か

れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

容
器
に
６
種
類
の
断
熱
材

を
セ
ッ
ト
し
、
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
を
入
れ
て
表
面
温
度

奈良・西大和学園中 積水ハウスなど×

第一学院高校 日本レコード協会×

　

授
業
は
録
音
し
た
音
を
調
整
す

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
と
演
奏

者
や
歌
手
が
実
際
に
録
音
を
行
な

う
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
使
っ
て
行
な

わ
れ
た
。

　

キ
ン
グ
関
口
台
ス
タ
ジ
オ
の
高

橋
邦
明
管
理
統
括
部
長
が
「
皆
さ

ん
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
を
ご
存
知
で

す
か
。
設
立
さ
れ
て
87
年
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ス
タ
ジ
オ
は

１
９
９
６
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で

す
」
と
説
明
。
録
音
用
マ
イ
ク
が

設
置
さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム

に
入
る
と
、
音
響
を
考
え
て
部
屋

の
構
造
が
全
て
の
壁
が
平
行
に
な

ら
な
い
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
音
を
反
射
さ
せ
る
面
と

吸
収
す
る
面
が
あ
っ
た
り

す
る
な
ど
と
解
説
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
ガ
ラ
ス
窓

で
仕
切
ら
れ
た
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
ル
ー
ム
か
ら
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
指
示
に
従
い
、

実
際
に
マ
イ
ク
を
使
っ
て

本
の
朗
読
を
体
験
。
録
音

さ
れ
た
全
員
の
声
を
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
編
集
し
た
も
の

を
聴
く
と
「
こ
ん
な
声
だ

っ
た
っ
け
」
な
ど
と
驚
い

て
い
た
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
に
戻
る

と
実
際
に
録
音
し
た
曲
を
聴
き
や

す
い
よ
う
に
編
集
す
る
調
整
卓
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
動
か
し
て
、
伴
奏

と
歌
の
音
量
バ
ラ
ン
ス
が
ど
う
変

わ
る
か
な
ど
を
体
験
し
た
。
ま
た

持
参
し
た
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
や

Ｈ
ｅ
ｙ
！
Ｓ
ａ
ｙ
！
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
と

い
っ
た
お
気
に
入
り
の
Ｃ
Ｄ
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
の
ス
ピ
ー
カ

ー
で
視
聴
し
、
迫
力
に
満
ち
た
音

を
楽
し
む
な
ど
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

を
し
て
い
る
気
分
を
味
わ
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
Ｃ
Ｄ
が
で
き

る
ま
で
に
は
多
く
の
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
普

段
見
ら
れ
な
い
所
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
と
感

想
を
寄
せ
た
。

音のバランスの違いを知るため調整卓の操作を体験する生徒たち

62017.6〈vol.30〉  
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読売教育3賞

帰国生向け学校説明会
　海外子女教育振興財団は、大阪、名古屋、東京で「帰国生のための
学校説明会・相談会」を開催します。すでに帰国済み、もしくは一時
帰国中の小学生から高校生の帰国子女とその保護者が対象で、小学
校から大学までの主な帰国生受入校や教育委員会の担当者が、各校
の指導方針・授業・課外活動などの特色や選考方法・時期・応募資
格などについて説明するほか、具体的な質問や相談にも応じます。
　参加費無料、要事前申し込み。

東南アジア小論文コンテスト
　今年 30 周年を迎えた神田外語大学（千葉市）が「第 1 回 高校生東
南アジア小論文コンテスト」を募集しています。公式サイトに掲載され
た 3 部門（タイ、インドネシア、ベトナム）についての記事を読み、自
分の考えや思いを日本語で 1000 字から1200 字以内にまとめてくださ
い。各部門を総合した最優秀賞 1 点と優秀賞 2 点の計 3 人の高校生
を、2018 年 3月下旬、タイの見学旅行に招待します。

「こどもの詩」５０年 作品集が好評 
　読売新聞くらし面「こどもの詩」コーナー
が今年 50 年を迎えたのを機に出版された
作品集『ことばのしっぽ 「こどもの詩」50 周
年精選集』が好評です。
　「こどもの詩」は 1967 年 5 月にスタート。
子どもならではの視点や大人の意表をつく
描写が、読者の心を捉えてきました。精選
集では約 200 編を収録、「お気に入りの／ふ
くがあります／大人になっても／きられるよ
うに／のばしておきました」（「お気に入り」
2015 年）など、はじけるような感性に満ちて
います。歴代選者は日本を代表する詩人で、初代は山本和夫さん。次
の川崎洋さん以降、短評がつくようになり、子どもと一緒に楽しんでい
るような川崎さん、哲学的な雰囲気の長田弘さん、優しさとユーモア
あふれる現在の平田俊子さんと、選者の個性も味わえます。

参加者募集

作品募集参加者・作品募集

中央公論新社、読売新聞生
活部監修／1400円（税抜き）

■ 高円宮杯 第６９回 全日本中学校英語弁論大会
http://www.jnsafund.org/
国際性豊かな人材の育成を目的に掲げた伝統ある大会です。
自作の英語スピーチを披露して内容を競い合います。

【内容】 論題は自由、制限時間は 5 分。地方大会は 9 ～ 10月（各
都道府県）、決勝予選大会は 11 月22、23日（東京・赤坂）、決
勝大会は 11 月24日（東京・有楽町）。参加資格など詳細はウェ
ブサイト参照

【表彰】 1 位：高円宮杯、2 ～ 7 位：読売新聞社杯ほか
【副賞】 三菱商事賞：上位 3 人、日本 IBM 賞：上位３校、ワール
ド・ファミリー賞：若干名ほか

【問い合わせ】 事務局　☎ 03・3217・8393

主催 : 読売新聞社、日本学生協会基金
後援：外務省、文部科学省、NHK ほか／協賛：日本 IBM、三菱商事、ぺんてる、
ワールド・ファミリー、国際ソロプチミスト東京－東、ECC

■ 第67回 全国小・中学校作文コンクール
 https://info.yomiuri.co.jp/contest/edu/sakubun.html
国内の小・中学校と海外の日本人学校の児童、生徒を対象に
作文を募集します。

【部門】 小学校低学年、同高学年、中学校
【賞】 文部科学大臣賞ほか。11月下旬、読売新聞で発表
【応募規定】 400 字詰め原稿用紙に自筆。テーマは自由、枚数

制限なし。入賞作品の著作権は主催者に帰属（作品返却なし）
【応募先】 読売新聞本支社 総支局へ。9月13日（水）必着
【問い合わせ】 読売新聞東京本社事業開発部

☎ 03・3216・8606

主催：読売新聞社／後援：文部科学省ほか
協賛：JR 東日本、JR 東海、JR 西日本　協力：三菱鉛筆

■ 第６１回 日本学生科学賞
http://event.yomiuri.co.jp/jssa/
中学・高校生のための科学自由研究コンテスト。個人でも共
同でも応募できます。

【募集分野】 物理、化学、生物、地学、広領域、情報・技術
【応募方法】 各地方審査（9 ～ 10月）の詳細はウェブサイト参照。

情報・技術分野は 9 月1 日（金）～ 10 月25 日（水）に事務局
へ直接応募

【審査・発表】 地方審査を通過した作品は中央審査へ。12 月下
旬、読売新聞で発表

【賞】 内閣総理大臣賞（副賞 50 万円）ほか。参加作品の中から、
米国で開かれる「国際学生科学技術フェア」に派遣

【問い合わせ】 事務局　☎ 03・3216・8606

主催：読売新聞社／共催：全日本科学教育振興委員会ほか
後援：内閣府、文部科学省、環境省、特許庁　協賛：旭化成

●大　阪	 7月27日（木） 12:00 ～ 15:30 
	 大阪国際会議場 グランキューブ大阪（大阪市北区）
●名古屋	 7月28日（金） 12:00 ～ 15:30 
	 愛知県産業労働センター ウインクあいち（名古屋市中村区）
●東　京	 8月1日（火） 12:00 ～ 16:00
	 東京都都立産業貿易センター台東館（東京都台東区）

【申し込み】 	同財団のウェブサイトよりお申し込みください。
	 http://www.joes.or.jp/kojin/kokunai_setsumeikai

【問い合わせ】	 海外子女教育振興財団 事業部情報サービスチーム
	 ☎ 03・4330・1349

【   対　象   】	 全国の高校在学中の生徒
【   応　募   】 	 応募票、原稿用紙をコンテスト公式サイトからダウンロードし、

インターネットあるいは郵送で応募。1 部門 1 点で、複数部門
での応募も可能。

【 締め切り 】 	9月13日（水）
【入賞発表】 	10月中旬に公式サイトで発表
【   表彰式   】	 10月28日（土） 神田外語大学で開催
【問い合わせ】 	 神田外語大学「東南アジア小論文コンテスト」
	 事務局、担当横田　☎ 03・3258・5861
	 詳細は公式サイトを参照
	 https://www.kandagaigo.ac.jp/essaycontest/



リポート

き
れ
い
な
海
、取
り
戻
し
た
い

　

か
つ
て
生
息
し
て
い
た
タ
ツ
ノ
オ
ト

シ
ゴ
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
湘
南
の
海
を
取
り
戻
し
た
い
と
、「
海

さ
く
ら
」
は
12
年
間
に
わ
た
っ
て
同
浜

で
毎
月
ご
み
を
拾
う
活
動
を
続
け
て
い

る
。
３
年
前
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
海

を
き
れ
い
に
し
よ
う
」
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
に
指
名
さ
れ
た
理
事
長
の
古
沢
純

一
郎
さ
ん
（
41
）
さ
ん
は
、
海
の
家
を

解
体
す
る
時
に
出
る
大
量
の
釘
に
心
を

痛
め
、
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
海
の

家
を
建
て
た
い
と
考
え
た
。

　
「
海
岸
か
ら
釘
を
な
く
し
た
い
。
釘

を
使
わ
な
い
海
の
家
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
」

　

大
学
の
同
期
生
だ
っ
た
「
長
谷
萬
カ

ス
タ
ム
ホ
ー
ム
ズ
」（
東
京
都
江
東
区
）

の
長
谷
川
泰
治
副
社
長
（
42
）
に
相
談

を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
慶
應
義
塾
大

　

解
体
し
て
も
危
険
な
釘
を
砂
浜
に
残
さ
な
い
「
釘
の
な
い
海
の
家
」

が
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
片
瀬
江
ノ
島
東
浜
に
建
て
ら
れ
、
７
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
子
ど
も
や
若
者
に
海
に
関
心
を
向
け
て
も
ら
お
う
と
、

日
本
財
団
が
２
０
１
５
年
か
ら
進
め
る
「
海
と
日
本
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
一
つ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
海
さ
く
ら
」（
本
部
・

東
京
都
目
黒
区
）
の
ア
イ
デ
ア
が
実
現
し
た
。

学
の
小
林
博
人
教
授
（
デ
ザ
イ
ン
学
）

を
紹
介
さ
れ
た
。
小
林
教
授
は
、
釘
を

い
っ
さ
い
使
わ
ず
、
加
工
し
た
国
産
間

伐
材
な
ど
の
合
板
を
組
み
合
わ
せ
て
構

造
体
を
作
る
独
自
の
工
法
を
研
究
開
発

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
財
団
の
後

押
し
も
あ
り
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

木
な
ら
で
は
の
付
加
価
値

　

長
谷
川
さ
ん
と
小
林
教
授
は
、
ぬ
く

も
り
や
環
境
面
だ
け
で
は
な
い
木
な
ら

で
は
の
付
加
価
値
に
注
目
し
て
き
た
。

た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
一
般
の
人
で
も

加
工
や
組
み
立
て
に
参
加
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
だ
。
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
手
で
集

会
場
な
ど
を
作
る
計
画
を
支
援
、
自
分

た
ち
で
作
る
こ
と
が
建
築
物
へ
の
愛
着

を
育
み
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
も

強
め
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

自
然
環
境
を
自
分
の
問
題
と
し
て

　

海
開
き
を
控
え
た
６
月
10
日
、
施
工

ス
タ
ッ
フ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
、
ご
み

拾
い
に
参
加
し
た
親
子
ら
が
集
合
。
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
涼
し
げ
な
ド
ー
ム
型

の
「
釘
の
な
い
海
の
家
」
は
一
気
に
組

み
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

24
日
に
は
、
ド
ー
ム
内
に
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
の
待
機
区
画
な
ど
を
組
み
立
て
る

作
業
が
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

　

長
男
の
湘
君
（
７
）
と
参
加
し
た
藤

沢
市
の
三
橋
圭
子
さ
ん
（
48
）
は
、「
海

の
家
の
解
体
直
後
は
釘
が
散
乱
し
、
子

ど
も
を
は
だ
し
で
散
歩
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
釘
が
な
く
て
こ
こ
ま

で
し
っ
か
り
し
た
も
の
が
で
き
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
た
。

　

古
沢
さ
ん
は
完
成
し
た
海
の
家
を
前

に
、「
天
幕
に
描
か
れ
た
タ
ツ
ノ
オ
ト

シ
ゴ
な
ど
は
小
学
生
た
ち
が
描
い
て
く

れ
た
。
皆
さ
ん
の
力
で
完
成
で
き
た
釘

の
な
い
海
の
家
か
ら
、
自
然
環
境
を
自

分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
感
慨
深
げ
に

語
っ
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す 

→http://kyoiku.yom
iuri.co.jp/nw

new
s/contents/post-597.php
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｢
釘
の
な
い
海
の
家
」
オ
ー
プ
ン

 
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
く�

神
奈
川
・
片
瀬
江
ノ
島
東
浜

①砂浜を歩くと、突き出たままの錆びた釘
があちらこちらに

②合板の木片とホワイトオークのくさびが
釘のかわりで、解体と再構築が可能。国
産スギの間伐材を貼り合わせて圧縮した
合板は強度も高い

③子どもたちも組み立てに参加。簡単にく
さびを打ち込むことができた

④片瀬江ノ島東浜に姿を現した「釘のな
い海の家」。後方は江ノ島

⑤子供たちが天幕に描いたタツノオトシゴ

①②

③④⑤



リレーエッセー

フランクリン＆ 
マーシャル・カレッジ

1787年創立の米最古の高等教
育機関のひとつ。私立のリベラ
ル・アーツ・カレッジ。キャン
パスは米ペンシルバニア州ラン
カスターにあり、学生数は2300
人ほど。

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

米 
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＆
マ
ー
シ
ャ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ

「
機
会
は
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
ゾ
ー
ン
の
外
に
」

国
際
基
督
教
大
学
高
校（
東
京
都
）卒
、フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＆
マ
ー
シ
ャ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
２
年（
執
筆
時
）　

片か
た

木ぎ 

美み

紗さ 

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0003330076でお読みいただけます。

30

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」のメンバーが、海外の
キャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

は
社
会
学
の
授
業
だ
っ
た
。
恐
る
恐

る
踏
み
入
れ
た
大
学
最
初
の
授
業
が

こ
ん
な
に
も
刺
激
的
で
あ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ス
全
体
で
人

種
、
階
級
、
性
別
、
権
力
な
ど
テ
ー

マ
を
徹
底
的
に
議
論
し
た
経
験
は
か

け
が
え
の
無
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、

そ
の
経
験
は
そ
の
後
の
私
の
課
外
活

動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
現
在
は
、
学
内
の
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
多
様

性
評
議
会
）
の
メ
ン
バ
ー
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
、

そ
し
て
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
メ
ン

タ
ー
（
指
導
役
）
と
し
て
（
様
々
な

国
籍
の
）
後
輩
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
社
会
学
の
授
業
を
受
講
し

て
い
な
け
れ
ば
出
会
う
こ
と
の
な
か

っ
た
「
機
会
」
で
あ
ろ
う
。

　

Ｆ
＆
Ｍ
に
と
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
文
化
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
そ
れ
が
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
で
社
会
的
、
学
問
的
に
し
っ
か

り
根
付
い
て
い
る
。
１
６
５
年
以
上

の
長
い
歴
史
の
中
で
、
私
た
ち
は

一
生
を
通
じ
て
の
価
値
観
を
形
成

る
。
米
大
統
領
選
直
後
に
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
人
種
的
緊
張
に
つ
い
て

友
人
と
激
し
く
話
し
合
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
専
攻
分
野
の
判
断
、 

単
位

　

機
会
。
こ
の
漠
然
と
し
た
概
念
を

表
現
す
る
言
葉
は
ど
こ
に
で
も
あ
る

よ
う
で
、
自
分
の
も
の
と
し
て
活
か

し
て
い
く
の
は
難
し
い
。
こ
こ
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
＆
マ
ー
シ
ャ
ル
カ
レ
ッ

ジ
（
Ｆ
＆
Ｍ
）
の
環
境
は
、
学
生
そ

し
て
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
学
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
様
々
な
活
動
に
お
い
て
、
常
に
私

た
ち
に
探
究
心
と
冒
険
心
を
与
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き

進
め
る
よ
う
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。

日
々
私
は
自
分
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・

ゾ
ー
ン
か
ら
否
応
な
く
引
き
摺
り
出

さ
れ
、
新
し
い
「
機
会
」
に
向
き
合

う
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
学
に
入
っ
て
最
初
の
「
機
会
」

Franklin & Marshall
College
Franklin & Marshall
College

New York

Washington

U.S.

New York

Washington

の
取
得
計
画
、
授
業
の

予
習
復
習
、
留
学
の
ア

ド
バ
イ
ス
ま
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
え
る
尊
敬

で
き
る
先
輩
や
仲
間
に

出
会
え
た
こ
と
に
大
い

に
感
謝
し
て
い
る
。

　
「
Ｆ
＆
Ｍ
の
学
生
は

忙
し
く
な
い
時
が
な

い
」
と
よ
く
言
わ
れ

る
。
２
年
生
に
な
っ
た

今
こ
の
こ
と
を
再
認
識

し
て
い
る
。
次
か
ら
次

へ
と
目
の
前
に
現
れ
る

様
々
な
「
機
会
」
を
活

か
す
べ
く
刺
激
し
て
く

れ
る
学
校
そ
し
て
仲
間

に
た
い
へ
ん
満
足
し
感

謝
し
て
い
る
。

　

自
分
に
と
っ
て
異
質

な
環
境
に
自
ら
飛
び
込

む
こ
と
は
決
し
て
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
。
だ

が
、
Ｆ
＆
Ｍ
で
は
自
分

が
よ
り
成
長
で
き
る
よ

う
な
機
会
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
る
。
少
し

の
勇
気
を
出
し
て
得
ら
れ
る
も
の

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
。（
会

報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan N
ew

s 

２
０
１
６
年
12
月
４
日
）

す
る
。 

現
在
、
学

生
の
６
割
近
く
が
、

学
生
団
体
に
所
属
し

て
い
る
。
私
が
所
属

す
る
団
体
に
は
、
共

通
の
価
値
観
や
目
標

を
持
ち
つ
つ
、
意
見

や
考
え
方
の
違
い
を

共
有
す
る
環
境
が
あ
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上級生と写真に納まる片木さん（左）＝本人提供




